
議　
長　
藤
木
光
裕
（
55
）

　

平
成
10
年
よ
り
５
期
連
続

当
選
。平
成
15
年
10
月
・
副
議

長
。
出
身
地
・
東
大
阪
市
、
住

所
・
同
市
東
石
切
町
５
、昭
和

31
年
12
月
６
日
生
ま
れ
。
近

畿
大
学
卒
業
。

副
議
長　
西
田
和
彦
（
55
）

　

平
成
11
年
10
月
よ
り
４
期

連
続
当
選
。東
大
阪
市
出
身
、

同
市
新
庄
２
。
大
阪
経
済
法

科
大
学
卒
業
。

　

東
大
阪
市
の
今
年
度
第
３
回
定
例
市
会
最
終
日
の
11
月
16
日
、
市
会
正

副
議
長
な
ど
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。
市
議
会
議
長
に
は
、
自
民
党
議

員
団
の
藤
木
光
裕
氏（
55
）、
同
副
議
長
に
は
公
明
党
の
西
田
和
彦
氏（
55
）

が
選
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
24
年
第
３

回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
議

員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
我
が
国
は
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会

構
造
の
急
激
な
変
化
や
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
通

信
の
高
度
化
や
経
済
情
勢
の

変
化
な
ど
と
い
っ
た
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ま
た
多
様
化
・
高
度
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
的
確

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
個

性
豊
か
で
地
域
の
魅
力
を
十

分
に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
市
民
の

皆
様
の
代
表
と
し
て
の
責
任

を
自
覚
し
、
変
わ
り
行
く
時

代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所

東大阪市議会東大阪市議会

議長・藤木氏　副議長・西田氏
（
自
民
）

（
公
明
）

正
副
議
長
の
経
歴

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

は
、江
越
正
一
氏
（
公
明
党
）

と
浜
正
幸
氏
（
共
産
党
）
が

就
任
し
た
。
常
任
委
員
会
の

所
属
議
員
は
つ
ぎ
の
通
り
。

【
総
務
委
員
会
】
９
名

委
員
長
＝
川
光
英
士
、
副
委

監 査 委 員 に
江 越 ・ 浜
両 議 員 選 出

　

東
大
阪
税
務
署
、
公
益
社
団
法
人
・
東
大
阪
納
税
協
会
、
東
大
阪
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
の
平
成
24
年
度
の
納
税
表
彰
と
、
中
学
、
高
校
生

の
税
の
作
文
入
賞
者
の
表
彰
式
が
、
11
月
21
日
㈬
午
後
４
時
30
分
か
ら
、

ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
開
会
式
の
こ
と
ば

の
あ
と
国
歌
斉
唱
、
主
催
者

代
表
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

東
大
阪
税
務
署
長
か
ら
表
彰

状
の
贈
呈
、
次
い
で
東
大
阪

納
税
協
会
長
の
表
彰
状
贈

呈
、
同
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
の
感
謝
状
贈
呈
な
ど
あ

　

当
日
の
受
彰
者
は
つ
ぎ
の

通
り
。（
敬
称
略
、
50
音
順
）

■
東
大
阪
税
務
署
長
表
彰

　

井
狩
悦
男
（
公
益
社
団
法

人
・
東
大
阪
納
税
協
会
常
任

理
事
）、江
浦
保
（
同
理
事
）、

城
戸
義
雄
（
同
理
事
）、
永

合
副
会
長
）、松
村
信
子
（
東

大
阪
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

婦
人
部
理
事
）

■
東
大
阪
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
感
謝
状

　

出
口
勝
（
前
布
施
モ
ー
タ

ー
プ
ー
ル
納
税
貯
蓄
組
合
組

合
長
）

■
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
す

議
長　

藤
木
光
裕

り
、
大
阪
府
中
河
内
府
税
事

務
所
長
、
東
大
阪
市
長
、
近

畿
税
理
士
会
東
大
阪
支
部
長

が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
受
彰
者
を
代
表
し

て
、
同
市
花
園
西
町
の
永
見

弘
武
氏
が
お
礼
の
あ
い
さ
つ

を
し
て
閉
式
と
な
っ
た
。

東大阪税務署・納税協会・納貯組合連合会

納税表彰と感謝状

　

同
日
、
午
後
４
時
か
ら
は

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作

文
」
の
受
賞
者
並
び
に
、
中

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
受
賞
者
の
表
彰
式
も
同

会
場
で
行
わ
れ
た
。
続
い
て

入
賞
者
の
中
か
ら
２
名
が
入

賞
作
文
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

受
賞
者
は
つ
ぎ
の
通
り
。

（
敬
称
略
・
50
音
順
）

「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作

文
」
受
賞
者

■
東
大
阪
税
務
署
長
賞

　

奥
山
渚（
樟
蔭
東
高
校
１

年
）、
長
子
紗
良（
近
畿
大
学

附
属
高
校
１
年
）、前
田
う
ら

ら（
同
校
１
年
）、
吉
川
鮎
美

（
大
阪
商
業
大
学
高
校
１
年
）

■
東
大
阪
租
税
教
育
推
進
協

議
会
会
長
賞

　

上
島
綾
香
（
近
畿
大
学
附

属
高
校
１
年
）、
鐘
々
江
恵

（
同
校
１
年
）

田
中
３
年
）

■
東
大
阪
租
税
教
育
推
進
協

議
会
会
長
賞

　

谷
本
亜
侑
美
（
同
小
阪
中

３
年
）、
三
好
宏
明
（
同
楠

根
中
３
年
）

■
東
大
阪
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
賞

　

泉
枝
里（
同
盾
津
中
３
年
）、

小
澤
静
流（
同
柏
田
中
３
年
）、

加
藤
マ
オ（
同
楠
根
中
３
年
）、

津
口
実
久（
同
若
江
中
３
年
）、

中
村
絢
女（
同
弥
刀
中
３
年
）、

三
﨑
冴
佳
（
同
高
井
田
中
３

年
）、
横
井
志
帆
（
同
長
栄

中
３
年
）、
𠮷
田
秋
桜
（
同

意
岐
部
中
３
年
）

■
東
大
阪
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
優
秀
賞

　

浅
野
真
優（
樟
蔭
中
３
年
）、

池
上
英
里
奈
（
樟
蔭
東
中

３
年
）、
池
田
智
帆
（
東
大

阪
市
立
俊
徳
中
３
年
）、
上

野
彩
菜
（
同
盾
津
東
中
３

年
）、
川
田
留
菜（
同
金
岡

中
３
年
）、
菊
池
裕
衣
（
長

瀬
中
３
年
）、北
村
視
來
（
同

縄
手
中
３
年
）、
濱
口
元
輝

（
同
新
喜
多
中
３
年
）、
東
阪

榛
奈
（
近
畿
大
学
附
属
中
２

年
）、
平
山
千
夏
（
東
大
阪

市
立
太
平
寺
中
３
年
）、
細

川
有
希
（
同
池
島
中
３
年
）、

増
田
柚
果
（
同
花
園
中
３

年
）、
山
﨑
心
（
同
縄
手
南
中

３
年
）、
渡
部
納
乃
月
（
同

孔
舎
衙
中
３
年
）

見
弘
武
（
同
理
事
、
東
大
阪

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
副
会

長
）、増
山
久
枝（
同
副
会
長
、

同
婦
人
部
部
長
）、

■
公
益
社
団
法
人
東
大
阪
納

税
協
会
長
表
彰

　

豊
吉
裕
子
（
経
営
興
友
会

自
主
申
告
会
推
進
員
）、
中

口
哲
久
（
中
口
税
理
士
自
主

申
告
会
会
長
）、
梨
原
絖
一

（
布
施
食
堂
自
主
申
告
会
副

支
部
長
）、
橋
本
孝
司
（
楠

根
第
一
自
主
申
告
会
会
長
）、

村
井
義
次
（
東
大
阪
美
容
師

自
主
申
告
会
推
進
員
）

　

㈲
今
西
住
宅
＝
代
表
取
締

役
・
今
西
弥
榮
子
（
東
大
阪

納
税
協
会
前
代
議
員
）、
㈱

志
々
田
精
心
堂
＝
代
表
取
締

役
・
志
々
田
直
士
（
同
協
会

代
議
員
）、
㈱
大
洋
発
條
製

作
所
＝
会
長
・
橋
本
裕
（
同

協
会
代
議
員
）、
ト
モ
ヱ
金

庫
㈱
＝
代
表
取
締
役
・
井
上

進
（
同
協
会
理
事
）、
八
千

代
工
機
㈱
＝
社
長
・
千
公（
同

協
会
代
議
員
）

■
東
大
阪
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
表
彰

　

伊
原
秀
義
（
東
大
阪
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
青
年
部
副

部
長
）、木
村
安
一
（
グ
リ
ー

ン
大
阪
農
協
納
税
貯
蓄
組
合

理
事
）、
清
水
栄
次
（
徳
庵

商
店
連
合
会
納
税
貯
蓄
組
合

推
進
員
）、
田
中
誠
治
（
東

大
阪
麺
類
食
堂
納
税
貯
蓄
組

贈
呈
式

合
会
長
感
謝
状

　

稲
澤
吉
彦
（
東
大
阪
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
監
事
・
小

若
江
納
税
貯
蓄
組
合
組
合

長
）

■
大
阪
国
税
局
長
納
税
表
彰

　

山
下
眞
一（
公
益
社
団
法

人
東
大
阪
納
税
協
会
副
会

長
）

「
税
の
作
文
」
表
彰
も

■
東
大
阪
納
税
協
会
会
長
賞

　

永
井
優
花
（
近
畿
大
学
附

属
高
校
１
年
）、
宮
地
真
優

（
東
大
阪
市
立
日
新
高
校
１

年
）

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
受
賞
者

■
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連

合
会
会
長
賞

　

西
野
日
菜
（
東
大
阪
市
立

小
阪
中
３
年
）、
松
村
実
典

（
同
玉
川
中
３
年
）

■
納
税
貯
蓄
組
合
大
阪
府
総

連
合
会
会
長
賞

　

小
林
亜
依
（
同
枚
岡
中
３

年
）、
鈴
木
滉
（
同
楠
根
中

３
年
）

■
納
税
貯
蓄
組
合
大
阪
府
総

連
合
会
優
秀
賞

　

林
愛
香（
同
枚
岡
中
３
年
）

■
東
大
阪
税
務
署
長
賞

　

熊
谷
歩
乃
佳
（
同
石
切
中

３
年
）、
栗
波
栞
里
（
同
英

員
長
＝
上
原
賢
作
、
委
員
＝

広
岡
賀
代
子
、
樽
本
丞
史
、

浜
正
幸
、
冨
山
勝
成
、
西
田

和
彦
、
藤
木
光
裕
、
寺
田
広

昭【民
生
保
健
委
員
会
】
９
名

委
員
長
＝
江
田
輝
樹
、
副
委

員
長
＝
嶋
倉
久
美
子
、
委
員

＝
野
田
彰
子
、
吉
田
聖
子
、

塩
田
清
人
、
菱
田
英
継
、
田

口
義
明
、
鳴
戸
鉄
哉
、
上
野

欽
示

【
環
境
経
済
委
員
会
】
８
名

委
員
長
＝
内
海
公
仁
、
副
委

員
長
＝
藤
本
卓
司
、
委
員
＝

浅
野
耕
世
、
天
野
髙
夫
、
横

山
純
児
、
江
越
正
一
、
平
田

正
造
、
浅
川
健
造

【
文
教
委
員
会
】
８
名

委
員
長
＝
岡
修
一
郎
、
副
委

常
任
委
員
一
覧

員
長
＝
木
村
芳
浩
、
委
員
＝

米
田
英
教
、
松
川
啓
子
、
三

輪
秀
一
、
長
岡
嘉
一
、
山
﨑

毅
海
、
鳥
居
善
太
郎

【
建
設
水
道
委
員
会
】
８
名

委
員
長
＝
松
尾
武
、
副
委
員

長
＝
河
野
啓
一
、
委
員
＝
西

村
潤
也
、
安
田
秀
夫
、
右
近

徳
博
、
秋
月
秀
夫
、
飯
田
芳

春
、
大
野
一
博

（
平
成
24
年
11
月
16
日
現
在
）

大
き
な
変
革
期
に
突
入
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
格
的
な
地
方

分
権
の
推
進
に
よ
り
、
地
方

自
治
体
の
行
財
政
基
盤
の
強

化
は
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
の
ま

ち
を
自
ら
の
責
任
で
つ
く
る

と
い
う
視
点
に
立
ち
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
様
々
な

社
会
変
化
や
課
題
へ
の
対
応
、

存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
議

会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
平
・
公
正
か
つ
円
滑
な
運

営
に
全
力
で
取
り
組
み
、
よ

り
一
層
、
開
か
れ
た
議
会
づ

く
り
を
目
指
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
市
議
会
に
対
し
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

府
内
有
数
の
菊
花
の
生
産

地
・
東
大
阪
市
の
花
き
農
家

が
栽
培
し
た
菊
の
花
々
を
集

め
た
「
第
46
回
農
産
物
品
評

会
花
き
の
部
」
が
11
月
16
日
、

同
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ

ー（
同
市
荒
本
北
１
）で
行
わ

れ
、
美
し
く
咲
き
誇
る
菊
が

厳
し
く
審
査
さ
れ
た
。

　

同
品
評
会
は
、
同
市
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
野
菜
や
花

き
の
栽
培
技
術
の
向
上
を
図

り
、
市
民
に
地
元
産
の
農
産

物
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
野
菜
、

花
き
、
立
毛
（
野
菜
を
収
穫

す
る
前
の
畑
）
の
３
部
門
が

あ
り
、
部
門
ご
と
に
最
優
秀

賞
に
一
緒
に
送
ら
れ
る
東
大

阪
市
長
賞
・
河
内
国
一
之
宮

枚
岡
神
社
賞
の
他
、
優
秀
賞

の
東
大
阪
市
議
会
議
長
賞
な

ど
を
選
出
し
た
。

　

今
回
は
、
同
市
内
の
花
き

栽
培
で
有
名
な
玉
串
花
卉
生

産
組
合（
平
尾
吉
伸
組
合
長
）

に
加
盟
す
る
11
軒
の
農
家
か

ら
菊
花
４
種
類
35
本
が
出
品

さ
れ
た
。
会
場
に
は
赤
や
黄
、

白
の
輪
菊
や
上
部
で
分
岐
し

て
数
多
く
の
花
を
付
け
る
ス

プ
レ
ー
菊
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
の

よ
う
に
丸
い
形
の
花
を
付
け

る
ピ
ン
ポ
ン
菊
な
ど
が
並
べ

ら
れ
美
し
さ
を
競
い
合
っ
た
。

審
査
は
「
花
に
対
す
る
葉
の

大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
は
い
い

か
」「
葉
の
大
き
さ
や
間
隔

は
同
じ
か
」「
花
に
ダ
ニ
な

ど
の
害
虫
は
付
い
て
い
な
い

か
」
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
注

意
し
な
が
ら
、
審
査
員
で
あ

る
大
阪
府
中
部
農
と
緑
の
総

合
事
務
所
の
技
師
２
名
が
作

品
の
一
つ
ひ
と
つ
を
注
意
深

く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
優
秀
賞
の

東
大
阪
市
長
賞
・
河
内
国
一

之
宮
枚
岡
神
社
賞
に
は
大
東

守
さ
ん
の
白
色
の
輪
菊
が
、

優
秀
賞
の
東
大
阪
市
議
会
議

長
賞
に
は
平
尾
吉
伸
さ
ん
の

ピ
ン
ク
色
の
ス
プ
レ
ー
菊
が

選
ば
れ
た
。

高い技術を誇る自慢の菊が市役所に集結

「税の作文」受賞者の表彰



心
理
的
時
間

古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

吉祥
コラム
24

　

12
月
４
日
に
衆
議
院
の
選
挙
が
告
示
さ
れ
、
16
日
に
投

開
票
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
の
「
近
い
う
ち
解
散
」
の
約
定
か
ら
３
ヵ
月
、
11

月
14
日
の
安
倍
総
裁
と
の
党
首
討
論
折
、
よ
う
や
く
野
田

首
相
が
解
散
カ
ー
ド
を
切
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
「
近
い
う
ち
」
と
は
個
人
や
国
に
よ
り

時
間
の
認
識
の
仕
方
は
多
少
違
い
ま
す
が
、
ま
さ
か
３
ヵ

月
も
か
か
る
と
は
…
…
。
そ
し
て
解
散
が
決
ま
る
や
否
や
、

重
要
法
案
が
与
野
党
で
２
日
で
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
３
ヵ
月
、
２
日
と
い
う
時
間
は
時
計
が
刻
む
時
間

で
し
ょ
う
か
。
変
革
に
は
ほ
ん
と
う
に
時
間
が
必
要
で

し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
時
間
を
基
準
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
昔

は
人
生
50
年
、今
は
80
年
。
今
年
は
２
０
１
２
年
。
３
６
５

日
た
て
ば
１
年
が
終
わ
り
新
年
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
時
間
を
基
準
に
す
る
所
謂
暦
の
時
間
で
す
。

そ
し
て
私
た
ち
は
そ
う
し
た
時
間
に
縛
ら
れ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
う
現
実
的
な
時
間
の
ほ
か
に
も
別
の

形
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。
心
理
的
な
時
間
で
す
。
何
か
に

夢
中
に
な
っ
て
い
る
時
と
か
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど
し
て

い
る
時
は
、
ほ
と
ん
ど
時
計
的
な
時
間
は
感
じ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
解
散
劇
に
お
い
て
こ
の
３
ヵ
月
何
も
動
か
な
か

っ
た
も
の
が
、
た
っ
た
２
日
で
決
着
し
た
の
は
時
計
の
針

の
経
過
で
は
な
く
、
心
理
的
な
時
間
が
作
用
し
た
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
い
ま
自
分
は
立
腹
し
て
い
る
と
し
ま
す
。
そ

の
腹
立
ち
を
直
そ
う
と
し
て
も
、
腹
を
立
て
て
い
る
の
が

自
分
自
身
で
あ
り
、
自
分
が
立
腹
そ
の
も
の
な
の
だ
と
自

覚
し
な
い
限
り
、
こ
の
腹
を
立
て
て
い
る
状
態
は
な
く
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
こ
と
を
知
覚
す
る
に
は
時
間
は
い
ら
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
時
間
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
選
挙
は
は
た
し
て
心
理
的
な
時
間
で
決
着
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

三
野
郷
山 

三
寳
興
誠
院 

住
職

阿
闍
梨  

松
茂
良
興
真

【
日
々
の
こ
こ
ろ
が
け
20
】

生
は
す
べ
て
種
ま
き

　

生
は
す
べ
て
種
ま
き（
因
）

で
あ
る
。

　

桃
栗
三
年
、
柿
八
年
の
た
と

え
通
り
、
す
ぐ
に
実（
果
）
を

期
待
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

　

過
去
の
種
ま
き（
因
）
が
今

の
実（
果
）
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

※
毎
月
第
３
日
曜
午
前
10
時
半
か
ら
祈
願
祈

　

祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
12
月
は
16
日
で
す
。

　

ど
な
た
様
で
も
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
。

八
尾
市
福
万
寺
町
南
６―

２―

３

電
話
（
０
７
２
）９
２
２―

３
９
３
３

　

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
食

の
問
題
は
大
き
い
。
若
く
て

健
康
だ
っ
た
と
き
に
食
べ
て

い
た
も
の
は
こ
と
ご
と
く
喉

を
通
ら
な
い
。
そ
こ
で
開
発

さ
れ
た
の
が
、
高
齢
者
用
の

流
動
食
だ
。

　

こ
の
流
動
食
に
い
ち
早
く

目
を
付
け
事
業
化
し
た
株
式

会
社
栄
研
（
大
阪
市
平
野
区

加
美
西
１
）
が
更
な
る
飛
躍

を
目
指
し
て
い
る
。

　

三
年
前
に
創
業
者
で
あ
る

お
父
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン
を
受

け
取
っ
た
現
社
長
、
澤
井
保

さ
ん（
40
）は
組
織
を
強
く
し

た
上
で
、
全
国
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。

　

そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
、

幅
広
い
人
脈
を
持
つ
経
験
豊

　

今
最
も
人
気
の
あ
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
人
、
櫻
井

よ
し
こ
さ
ん（
67
）が
、
八
尾

市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町

２
）
で
11
月
22
日
に
講
演
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
「
日
本
の
進
路

と
誇
り
あ
る
国
づ
く
り
」。歯

に
衣
着
せ
ぬ
講
演
を
参
加
者

創業の精神「積極果敢」「誠心誠意」を
墨守する澤井保さん 株

式
会
社 

栄 

研

流
動
食
で
全
国
展
開
を
目
指
す

櫻井よしこ時局講演会
長尾たかし前衆議院議員が　　

招いて開催

講演前、実行委員に挨拶する櫻井よしこさん（右）と長尾たかし
前衆議院議員

は
食
い
入
る
よ
う
に
聞
い
て

い
た
。

　

櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
に
長
年

師
事
し
て
い
る
長
尾
た
か
し

前
衆
議
院
議
員（
50
）が
招
い

て
開
催
し
た
も
の
。

　

１
階
席
、
２
階
席
あ
わ
せ

て
１
４
４
０
席
全
て
が
埋
ま

る
程
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

講
演
後
、
長
尾
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
民
主
党
に
育
て
て

も
ら
っ
た
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
た
上
で
、
初
心
に
か

え
っ
て
新
し
い
道
に
踏
み
出

す
こ
と
を
力
強
く
宣
言
し

た
。

　

ブ
ー
タ
ン
と
八
尾
市
は
固

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
は
八
尾
高
等
学

校
の
卒
業
生
、
故
西
岡
京
治

さ
ん
。
西
岡
さ
ん
は
ブ
ー
タ

ン
に
入
り
込
ん
で
農
業
指
導

を
行
っ
た
。
そ
の
お
陰
で
ブ

ー
タ
ン
の
農
業
は
栄
え
、
国

民
は
幸
福
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

八
尾
で
長
年
に
わ
た
り
、

古
代
米
や
ブ
ー
タ
ン
の
お
米

を
植
え
て
い
る
人
が
い
る
。

当
新
聞
で
吉
祥
コ
ラ
ム
を
担

当
し
て
い
る
田
中
伸
侍
さ
ん

（
63
）だ
。
田
中
さ
ん
も
八
尾

高
等
学
校
出
身
。

　

自
分
の
田
ん
ぼ
で
作
っ
た

古
代
稲
と
ブ
ー
タ
ン
の
稲
を

田
中
誠
太
八
尾
市
長
へ
謹
呈

す
る
た
め
市
長
室
へ
足
を
運

ん
だ
。

　

美
し
い
彩
り
の
古
代
稲
、

２
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
ブ
ー

タ
ン
の
稲
を
田
中
市
長
は
驚

き
な
が
ら
見
て
い
た
。

ブータンの稲を
八尾で育てる

八尾市東町の 田中伸侍さん

古
代
稲
を
持
つ
田
中
伸
侍
さ
ん（
左
）と
ブ
ー
タ
ン
の

稲
を
持
つ
田
中
誠
太
八
尾
市
長か

な
副
社
長
の
阪
本
衛
さ
ん

（
70
）だ
。

　

現
在
は
45
人
の
社
員
で
約

１
５
０
０
ヵ
所
の
老
人
ホ
ー

ム
等
に
流
動
食
を
提
供
し
て

い
る
が
、
近
い
将
来
株
式
会

社
栄
研
の
流
動
食
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

八
尾
市
で
は
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
め
ざ
し
、
平

11
月
21
日
よ
り
「
ア
リ
オ
八

尾
」「
イ
ズ
ミ
ヤ
八
尾
店
」に

お
い
て
、
証
明
書
自
動
交
付

機
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
同
時
に
、
既
に
設
置

さ
れ
て
い
る
八
尾
市
役
所
本

館
、
山
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
、
八
尾
市
立
病
院

の
３
ヵ
所
の
自
動
交
付
機
に

つ
い
て
も
、
稼
働
時
間
が
延

長
さ
れ
る
。

　

11
月
21
日
以
降
、
ア
リ
オ

八
尾
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
、
イ
ズ
ミ
ヤ
八
尾

店
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
、
市
役
所
本
館
、
山

本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
は
平
日
は
午
前
８
時
45
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
、土
曜
・

日
曜
・
祝
日
・
振
替
休
日
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
、
八
尾
市
立
病
院
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
稼

動
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
末
年
始

を
除
く
、平
日
・
土
曜
・
日
曜

・
祝
日
・
振
替
休
日
に
、
市

内
全
５
ヵ
所
の
証
明
書
自
動

交
付
機
に
お
い
て
、
住
民
票

の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、

市
・
府
民
税
証
明
書
の
取
得

が
可
能
と
な
っ
た
。た
だ
し
、

証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用

に
は
、暗
証
番
号
入
り
の「
や

お
市
民
カ
ー
ド
」
が
必
要
。

八
尾
市
で
は
、
11
月
11
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

八
尾
市
役
所
本
館
１
階
市
民

課
窓
口
に
お
い
て
「
や
お
市

民
カ
ー
ド
登
録
臨
時
受
付
」

を
行
っ
た
。

　

登
録
に
必
要
な
も
の
等
、

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

八
尾
市
役
所
市
民
課
（
☎
０

７
２

−

９
２
４

−

８
５
４
９
）

ま
で
。

  4日  セントオーディン代表  永井純氏「苦難福門」
11日  ㈱アクアメディックス代表取締役  溝口奈穂氏「人の役に立つ喜び」
18日  ㈳倫理研究所近畿副方面長  与縄智久氏「自己革新」
25日  ㈱にゅうとらるエンタープライズ代表取締役  姜智可子氏「繋がることの大切さ」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はレンタルスペースYAMAMOTO（近鉄河内山本駅・南へ玉串川沿い徒歩１分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06-6758-582212月の予定

  7日  ㈱紙資源代表取締役  大津正和氏「活力朝礼で売上アップ」
14日  ㈱ワイ・ステップ代表取締役  米山久登氏「実践はさりげなく」
21日  ㈳そうじの力代表取締役  小早祥一郎氏「そうじの力で会社が蘇る！」
28日  ㈱ケイテック代表取締役  宮脇乙姫依氏

「倫理実践で11歳年下の主人から得た幸せ！」

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週金曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06-6720-460212月の予定

八尾市議会12月定例会日程
日程

3日㈪

5日㈬

6日㈭

7日㈮

10日㈪

11日㈫

13日㈭

14日㈮

20日㈭

名　称

本会議（議案説明等）

建設産業常任委員会

本会議（議案説明・個人質問等）

本会議（予備日）

文教常任委員会

建設産業常任委員会

保健福祉常任委員会

総務常任委員会

本会議

証
明
書
自
動
交
付
機

八
尾
市
内
に
２
カ
所
設
置


